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 平成 18 年１月～同年９月の間に、本学付属病院矯正科に来院した女性患者で、下顎骨の偏位を有し、顎口腔の諸
機能に問題の無い患者 10 名（平均年齢 25 歳８ケ月）を実験群被験者、正常咬合を有し、顎口腔の諸機能に問題の無
い女性 10 名（平均年齢 27 歳６カ月）を対照群被験者とした。 
 各被験者について片側でチューインガムを咀嚼させた時の上下顎の６自由度運動を光学的運動計測システムを用
いてサンプリング周波数 200 Hz で記録した。その後、上顎の歯列に接着した咀嚼運動記録用マーカー、下顎頭およ
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【研究成績】 
１. 偏位側の下顎頭点の咀嚼時閉口相の減速相および咬合相における NJC は、すべての点において非偏位側下顎頭
および対照群より有意に大きな値を示した（P＜0.05）。また、非偏位側下顎頭点の NJC は対照群より有意に大き




３. 咀嚼時咬合相における作業側顎関節腔の空隙量は LTP、MPP を除くすべての下顎頭点において実験群が対照群
に比べて有意に大きな値を示した。偏位側下顎頭と対照群とで比較すると、中央部において両者間の差が最小であ















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、下顎骨の偏位を有するヒトの咀嚼時閉口相および咬合相における作業側下顎頭の運動特性について、定
量的に検討したものである。 
 その結果、下顎骨の偏位を有するヒトでは偏位側下顎頭の運動方向は正常咬合者や非偏位側と比べて下顎頭長軸方
向に近く、運動の円滑性が低かった。また下顎頭の後部・外側において、下顎頭は関節窩後部の前壁から前方へ向か
ってより大きくかつ速く離れる回転移動することが明らかとなった。 
 以上の研究成果は、下顎骨の偏位を有する患者の咀嚼運動特性を理解する上で重要な知見を与えるものであり、博
士（歯学〉の学位を授与するに値するものと認める。 
